鳥インフルエンザへの対策について

　

2006年度日本学生オリエンテーリング選手権大会実行委員会

今回、インカレが開催される区域は、整備された森と人々の生活が密接する「里山」です。その中には大規模な養鶏場も存在します。昨今のニュースで取り上げられているように、養鶏場を営んでいる方々は鳥インフルエンザの問題で非常にナーバスな状態で生活されております。地元への渉外において厳しい状況に直面しましたが、考えうるあらゆる対策を講じることを条件に、大会開催を認めていただきました。大会当日での対策はもちろんとして、大会に関係する全員が鳥インフルエンザウィルスの持ち込みにつながるような行動を慎むことが重要である、との認識から、ここに強く注意を喚起します。

・テレイン内の養鶏場には絶対に近づかない。

養鶏場およびその周囲を立入禁止エリアとして、競技規則に定められたとおり地図に図示し、青黄テープでも制御する予定です。これらの範囲には絶対に踏み込まないようお願いします。

・鳥インフルエンザ発生地域、特にヒトへの感染が報告された区域に足を踏み入れた方は、そのことを意識した行動を、切にお願いします（香港でのAPOC参加者もこれに該当します）。

鳥インフルエンザ発生地域へ立ち入ることを避ける、海外から持ち帰った持ち物は消毒するなど、ウィルスをテレインに持ち込む可能性をできる限り排除してください。特に当該地域で使用したトリムなどの衣類やシューズ、コンパスなどをインカレでも使用する場合は、消石灰やアルコールによる洗浄・消毒を必ず行うようにお願いします。
・鳥インフルエンザへの警戒を認識し、上記2つを遵守することを約束した誓約書を提出してください。

誓約書に署名のない参加者の出走は認めません。チームオフィシャルも必ず署名して下さい。別紙のものか、インカレ公式サイト

（http://www.orienteering.com/~ic2006/index.html）からダウンロードした誓約書に署名し、必ず大会受付に提出してください。

鳥インフルエンザの感染経路・原因ははっきりとは分かっておらず、「人から鳥へ」、「鳥から人へ」さらに「人から人へ」感染した例もあります。ウィルスが運ばれる原因は渡り鳥、人の衣服や持ち物、車に付着するなど様々な可能性が考えられています。オリエンテーリングは里山である山林を利用する競技であるため、ウィルスを持ち込むもしくはそれに感染する可能性がゼロではありません。大会関係者１人１人がこのような問題を認識し、できる限りの対策を講じた上で、インカレを開催したいと思います。

鳥インフルエンザの具体的な内容、行動指針については厚生労働省および農林水産省のウェブサイト（http://www.maff.go.jp/tori/20040316taisaku.htm）を参照してください。なお、インカレ公式サイトにリンクを貼ってあります。

